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とすると，N は重力と遠心力の合力（緑色矢印）とつり合うから，

力がつり合うから，ベクトルを継ぎ足すと， 

右図のような閉じた図形ができる。 
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解説 
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物理問題 Ⅱ  
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物理問題 Ⅲ  
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ケ 

 2 

 解説 
  オより， ( ) ( )2,3, LH =nn は条件を満たす。 

  また，カの解説の考え方により， 
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  よって，条件を満たす組み合わせは ( ) ( ) ( )2,4,2,3, LH =nn の 2 通りある。 

コ 

（あ） 

 解説 
( ) ( ) ( )2,4,2,3, LH =nn の回折光の波長を 21 , ll ，明線の位置を kk zz 21 , とすると， 
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 青色： kz1  赤色： kz2  
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 解説 

  観測される波長をlとすると，測定装置が観測するのは x方向のドップラー効果だから， 
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 補足：公式を忘れたときの導き方 

  容器を 1 辺の長さ Lの立方体とすると， tfvm x D=22  

  単位時間あたりの衝突回数は
L
v x
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 解説 
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よって，温度が高いほど 0ll - が大きい。すなわちドップラー効果の影響は大きい。 
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ソ 

（う） 

 解説 

  
2

02
B2 ll
mc
Tk

=D は観測される波長の 0l からの広がりは温度が高いほど大きいことを示

している。よって，消去法で選択肢は（う）。 

  また，発光頻度は変わらないから，光の強さの総和は変化しない。 

  したがって，グラフの面積は変化しない。よって，（う）のグラフは正しい。 


